
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年３月３１日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第１１８号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年５月２４日 ０９時４０分ごろ 

発生場所 京浜港横浜第５区 神奈川県横浜市本牧沖灯浮標から真方位１３０°０.５

海里付近 

（概位 北緯３５°２４.８′ 東経１３９°４２.１′） 

事故等調査の経過  平成２２年７月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 海洋観測艦 PATHFINDER
パスフィンダー

（アメリカ合衆国）、４,７６２トン 

   不明、アメリカ合衆国 

東亜
とうあ

丸、１６６トン Ｂ 引船 第六

   １３３４５３、東京汽船株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 艦長Ａ、免状不詳 

Ｂ 船長Ａ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部ブルワーク及び舷門に曲損 

Ｂ 船首部に擦過痕 

 事故等の経過  Ａ船は、水先人を乗船させるために京浜港横浜第５区で仮泊中、Ｂ船

は、船長ほか３人が乗り組み、Ａ船において水先する水先人を乗せ、Ａ船

の右舷側に接舷して同水先人をＡ船に移乗させた。 

 Ｂ船は、その後、Ａ船から離れる際、平成２２年５月２４日０９時４０

分ごろ、Ａ船の右舷船尾部とＢ船の船首部とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北、風力 ３ 

 その他の事項  Ａ船の船尾に据え付けられていたクレーンのアームは、舷外に振り出さ

れた状態となっていた。 

 Ｂ船は、本事故発生直前、Ａ船のクレーンのアームとの接触を避ける動

作を行っていた。 

分析 乗組員等の関与 Ａ なし Ｂ あり 

船体・機関等の関与 Ａ なし Ｂ なし 

気象・海象の関与 Ａ なし Ｂ なし 

判明した事項の解析  Ｂ船は、京浜港横浜第５区において、錨泊中の

Ａ船の舷外に振り出されていたクレーンのアーム

を避けながらＡ船から離れようとした際、Ｂ船の

船首部とＡ船の右舷船尾部が衝突した可能性があ

ると考えられる。 

 船長Ｂは、Ａ船の舷外に振り出されたクレーン

のアームを避けることに注意を向けていたため、

Ｂ船の船首部がＡ船の舷側に接近していることに

気付かなかった可能性があると考えられる。 

 



 

原因  本事故は、Ｂ船が、京浜港横浜第５区において、接舷していた錨泊中の

Ａ船から離れる際、船長Ｂが、Ａ船の舷外に振り出されたクレーンのアー

ムを避けることに注意を向けていたため、Ｂ船の船首部がＡ船の舷側に接

近していることに気付かず、両船が衝突したことにより発生した可能性が

あると考えられる。 

 




